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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　番組の映像を所定の表示装置に表示させる番組映像表示部と、
　前記番組に関連する情報を検索キーとしてその情報のソースから取得する検索キー取得
部と、
　前記検索キーを指定した検索の要求を所定の検索サーバへ送信し、その検索の結果を取
得する検索実行部と、
　前記番組の映像を表示中の前記表示装置に、その表示画面の一部において前記検索の結
果を表示させる検索結果表示部と、
　前記表示装置において放送中の番組が表示されている間に、前記放送中の番組を視聴し
ている視聴者の多寡を示す指標値を取得する指標値取得部と、
　前記指標値が取得されるたびに、その指標値にしたがって、前記放送中の番組の人気の
度合いを更新する人気度決定部と、
　を備え、
　前記検索キー取得部は、前記放送中の番組の人気の度合いが所定値以上となったとき、
その時点の当該番組に関連する情報を検索キーとして取得することを特徴とする情報処理
装置。
【請求項２】
　前記指標値取得部は、前記放送中の番組を録画予約している視聴者の多寡を示す視聴値
をさらに取得し、
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　前記人気度決定部は、前記放送中の番組を視聴している視聴者の多寡を示す視聴値とと
もに前記放送中の番組を録画予約している視聴者の多寡を示す指標値にしたがって、前記
放送中の番組の人気の度合いを決定することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置
。
【請求項３】
　前記検索実行部は、前記検索サーバにおいて前記検索キーとの適合度が最も高いと判定
されたウェブページを前記検索の結果として取得し、
　前記検索結果表示部は、前記表示画面の一部において前記ウェブページを表示させるこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　時間軸とチャンネル軸とを有する領域に番組情報を配置した番組表に表示させるべき前
記番組の情報を取得する番組情報取得部をさらに備え、
　前記検索キー取得部は、前記番組情報取得部により取得された前記番組の情報を前記検
索キーとすることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記検索キー取得部は、前記番組における字幕表示のための文字列を前記検索キーとす
ることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記検索キー取得部は、前記番組に関連する情報の更新を検出し、
　前記検索実行部は、更新後の情報を検索キーとする新たな検索の要求を前記検索サーバ
へ送信し、
　前記検索結果表示部は、前記表示画面の一部における表示内容を、前記新たな検索の結
果に切替えることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の情報処理装置。
【請求項７】
　選択されたチャンネルの放送信号を受信するチューナであって、
　番組の映像を所定の表示装置に表示させる番組映像表示部と、
　前記番組に関連する情報を検索キーとしてその情報のソースから取得する検索キー取得
部と、
　前記検索キーを指定した検索の要求を所定の検索サーバへ送信し、その検索の結果を取
得する検索実行部と、
　前記番組の映像を表示中の前記表示装置に、その表示画面の一部において前記検索の結
果を表示させる検索結果表示部と、
　前記表示装置において放送中の番組が表示されている間に、前記放送中の番組を視聴し
ている視聴者の多寡を示す指標値を取得する指標値取得部と、
　前記指標値が取得されるたびに、その指標値にしたがって、前記放送中の番組の人気の
度合いを更新する人気度決定部と、
　を備え、
　前記検索キー取得部は、前記放送中の番組の人気の度合いが所定値以上となったとき、
その時点の当該番組に関連する情報を検索キーとして取得することを特徴とするチューナ
ー。
【請求項８】
　情報処理装置により実行される方法であって、
　放送中の番組の映像を所定の表示装置に表示させるステップと、
　前記放送中の番組が表示されている間に、前記放送中の番組を視聴している視聴者の多
寡を示す指標値を取得するステップと、
　前記指標値が取得されるたびに、その指標値にしたがって、前記放送中の番組の人気の
度合いを更新するステップと、
　前記放送中の番組に関連する情報を検索キーとしてその情報のソースから取得するステ
ップであって、前記放送中の番組の人気の度合いが所定値以上となったとき、その時点の
当該番組に関連する情報を検索キーとして取得するステップと、
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　前記検索キーを指定した検索の要求を所定の検索サーバへ送信し、その検索の結果を取
得するステップと、
　前記放送中の番組の映像を表示中の前記表示装置に、その表示画面の一部において前記
検索の結果を表示させるステップと、
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項９】
　番組の映像を所定の表示装置に表示させる機能と、
　前記番組に関連する情報を検索キーとしてその情報のソースから取得する検索キー取得
機能と、
　前記検索キーを指定した検索の要求を所定の検索サーバへ送信し、その検索の結果を取
得する機能と、
　前記番組の映像を表示中の前記表示装置に、その表示画面の一部において前記検索の結
果を表示させる機能と、
　前記表示装置において放送中の番組が表示されている間に、前記放送中の番組を視聴し
ている視聴者の多寡を示す指標値を取得する機能と、
　前記指標値が取得されるたびに、その指標値にしたがって、前記放送中の番組の人気の
度合いを更新する機能と、
　をコンピュータに実現させ、
　前記検索キー取得機能は、前記放送中の番組の人気の度合いが所定値以上となったとき
、その時点の当該番組に関連する情報を検索キーとして取得することを特徴とするコンピ
ュータプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、データ処理技術に関し、特に、放映される番組の視聴画面を表示させる技
術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　番組を視聴中のユーザがその番組に関する情報を得たい場合、テレビとは別にＰＣ等を
起動してインターネット検索を利用し、所望の情報を取得することが行われる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　インターネット検索を利用するユーザは、通常、検索のキーワードを指定する必要があ
る。しかし、番組を視聴中のユーザにとって検索のキーワードを指定することが負担にな
ることがある。
【０００４】
　本発明は、こうした課題に鑑みてなされたものであり、その主たる目的は、番組の視聴
画面において、視聴者の利便性を向上させる技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の情報処理装置は、番組の映像を所定の
表示装置に表示させる番組映像表示部と、番組に関連する情報を検索キーとしてその情報
のソースから取得する検索キー取得部と、検索キーを指定した検索の要求を所定の検索サ
ーバへ送信し、その検索の結果を取得する検索実行部と、番組の映像を表示中の表示装置
に、その表示画面の一部において検索の結果を表示させる検索結果表示部と、を備える。
【０００６】
　本発明の別の態様は、チューナーである。このチューナーは、選択されたチャンネルの
放送信号を受信するチューナであって、番組の映像を所定の表示装置に表示させる番組映
像表示部と、番組に関連する情報を検索キーとしてその情報のソースから取得する検索キ
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ー取得部と、検索キーを指定した検索の要求を所定の検索サーバへ送信し、その検索の結
果を取得する検索実行部と、番組の映像を表示中の表示装置に、その表示画面の一部にお
いて検索の結果を表示させる検索結果表示部と、を備える。
【０００７】
　本発明のさらに別の態様は、情報処理方法である。この方法は、情報処理装置により実
行される方法であって、番組の映像を所定の表示装置に表示させるステップと、番組に関
連する情報を検索キーとしてその情報のソースから取得するステップと、検索キーを指定
した検索の要求を所定の検索サーバへ送信し、その検索の結果を取得するステップと、番
組の映像を表示中の表示装置に、その表示画面の一部において検索の結果を表示させるス
テップと、を備える。
【０００８】
　なお、以上の構成要素の任意の組合せ、本発明の表現を装置、方法、システム、プログ
ラム、プログラムを格納した記録媒体などの間で変換したものもまた、本発明の態様とし
て有効である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、番組の視聴画面において、視聴者の利便性を向上させることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態の情報処理システムの構成を示す図である。
【図２】図１のチューナーの機能構成を示すブロック図である。
【図３】図１の情報管理サーバの機能構成を示すブロック図である。
【図４】集計結果保持部に保持されるデータの構造を示す図である。
【図５】図１の情報処理装置のハードウェア構成図である。
【図６】図１の情報処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図７】番組情報保持部に保持されるデータの構造を示す図である。
【図８】録画情報保持部に保持されるデータの構造を示す図である。
【図９】ポータル画面の表示イメージを示す図である。
【図１０】待機画面の表示イメージを示す図である。
【図１１】映像表示画面のイメージを示す図である。
【図１２】映像表示画面のイメージを示す図である。
【図１３】第１番組表の表示イメージを示す図である。
【図１４】第２番組表の表示イメージを示す図である。
【図１５】第２番組表の表示イメージを示す図である。
【図１６】第２番組表の表示イメージを示す図である。
【図１７】第２番組表の表示イメージを示す図である。
【図１８（ａ）】第２番組表の表示イメージを示す図である。
【図１８（ｂ）】第２番組表の表示イメージを示す図である。
【図１９】録画リストが表示されたビデオ画面のイメージを示す図である。
【図２０】情報処理装置の動作を示すフローチャートである。
【図２１】図２０のＳ２０を詳細に示すフローチャートである。
【図２２】図２０のＳ２４を詳細に示すフローチャートである。
【図２３】図２０のＳ２８を詳細に示すフローチャートである。
【図２４】情報処理装置の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の実施の形態では、放映中の番組もしくは放映された番組を視聴するユーザの快
適性や利便性を向上させるための技術を提案する。この技術は、以下の４つの技術要素を
含む。
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【００１２】
　第１の技術要素の概要を説明する。これまでの電子番組表は放送局等が定めた番組の概
要情報を単に提示するものであり、視聴者にとってその使い勝手は必ずしもよいものでは
なかった。本実施の形態では、視聴者の使い勝手に優れた電子番組表を提供する技術を提
案する。例えば、本実施の形態の電子番組表は、視聴者が番組情報を確認する際の利便性
を向上させるユーザインタフェースを提供する。
【００１３】
　第２の技術要素の概要を説明する。現在、インターネットとの接続環境を有する住居が
増加しており、番組の視聴者が保持する情報家電と、インターネット上のサーバとのデー
タ送受が可能になっている。本実施の形態では、インターネットを介したデータ交換に基
づき、単なる番組概要にとどまらず、視聴者にとって有用な情報を提示する電子番組表を
提供する技術を提案する。例えば、本実施の形態の電子番組表では、同一時間帯に放映さ
れる複数の番組の人気順位を視聴者に提示する。
【００１４】
　第３の技術要素の概要を説明する。本実施の形態では、電子番組表の表示画面を含む各
種機能画面への一元的な入口となるポータル画面における、使い勝手に優れたユーザイン
タフェースを実現する技術を提案する。例えば、本実施の形態のポータル画面では、視聴
者にとって有用な、番組の視聴に関する最新情報を提供する。
【００１５】
　第４の技術要素の概要を説明する。本実施の形態では、番組の視聴中の視聴者へ有用な
検索結果を提供する技術を提案する。例えば、本実施の形態の番組視聴画面では、その番
組に関するキーワードをもとにインターネット検索を行った結果を番組映像とともに表示
させる。
【００１６】
　図１は、本発明の実施の形態の情報処理システムの構成を示す。情報処理システム１０
０では、複数の番組視聴システム１０と、情報管理サーバ１６と、検索サーバ１７とが、
インターネット１５を介して接続されている。
【００１７】
　番組視聴システム１０は、地上デジタルテレビ放送の視聴・録画・再生や番組表の表示
を行うシステムであり、情報処理装置１１と、コントローラ１２と、チューナー１３と、
ディスプレイ１４とを備える。本実施の形態では、番組視聴システム１０が「視聴者」の
単位となる。したがって、ディスプレイ１４を視聴している複数人が１人の視聴者として
取り扱われる場合もある。
【００１８】
　チューナー１３は、地上デジタルテレビチューナーであり、視聴者により選択されたチ
ャンネルの放送信号を受信し、その放送信号を映像情報へ復号する。そして、その映像情
報を情報処理装置１１へ送出する。また、チューナー１３は、放送信号から番組情報であ
るＥＰＧ情報を取得して情報処理装置１１へ送出する。なお、チューナー１３と情報処理
装置１１とは、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）ケーブルにより接続されてもよい。
【００１９】
　図２は、図１のチューナー１３の機能構成を示すブロック図である。本明細書のブロッ
ク図において示される各ブロックは、ハードウェア的には、コンピュータのＣＰＵやメモ
リをはじめとする素子や機械装置で実現でき、ソフトウェア的にはコンピュータプログラ
ム等によって実現されるが、ここでは、それらの連携によって実現される機能ブロックを
描いている。したがって、これらの機能ブロックはハードウェア、ソフトウェアの組合せ
によっていろいろなかたちで実現できることは、当業者には理解されるところである。
【００２０】
　チューナー１３は、同軸ケーブルインタフェース部２００と、Ｂ－ＣＡＳカードインタ
フェース部２０２と、ＵＳＢインタフェース部２０４と、信号処理部２０６とを備える（
「Ｂ－ＣＡＳ」は登録商標）。同軸ケーブルインタフェース部２００は、アンテナと接続
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された同軸ケーブルとのインタフェース機能を提供し、地上デジタルテレビ放送の放送信
号を取得する。Ｂ－ＣＡＳカードインタフェース部２０２は、Ｂ－ＣＡＳカードとのイン
タフェース機能を提供し、放送信号を復号するための暗号鍵をＢ－ＣＡＳカードから取得
する。
【００２１】
　ＵＳＢインタフェース部２０４は、ＵＳＢケーブルとのインタフェース機能を提供し、
視聴者により選択されたチャンネルの識別情報を情報処理装置１１から取得する。また、
選択されたチャンネルの映像情報や、ＥＰＧ情報を情報処理装置１１へ送出する。信号処
理部２０６は、視聴者により選択されたチャンネルの信号を放送信号から抽出して、Ｂ－
ＣＡＳカードの暗号鍵にしたがって映像情報へ復号する。
【００２２】
　図１に戻り情報処理装置１１は、インターネット１５と接続されたコンピュータ端末で
あり、コントローラ１２を介して視聴者の操作を受け付け、その操作にしたがって動作す
る。情報処理装置１１は据置型ゲーム機であってもよい。情報処理装置１１には、地上デ
ジタルテレビ放送における番組のライブ映像を表示させ、録画し、その録画映像を再生さ
せる番組視聴アプリケーション（以下、「番組視聴ＡＰ」とも呼ぶ）がインストールされ
ている。また、ＨＴＭＬやＸＭＬ等で記述された構造化文書のデータを解釈して表示させ
るウェブブラウザもインストールされている。
【００２３】
　情報処理装置１１において番組視聴ＡＰが起動されることにより、例えば、情報処理装
置１１は、視聴者が選択したチャンネルの映像情報をチューナー１３から取得して、番組
映像をディスプレイ１４へ表示させる。また、ＥＰＧ情報をチューナー１３から取得して
電子番組表をディスプレイ１４へ表示させる。情報処理装置１１の詳細な構成は後述する
。なお、情報処理装置１１とディスプレイ１４とはＨＤＭＩ（登録商標）（High-Definit
ion Multimedia Interface）ケーブルにより接続されてもよい。
【００２４】
　情報管理サーバ１６は、複数の番組視聴システム１０のそれぞれから取得した番組の視
聴状況を管理し、その視聴状況を複数の番組視聴システム１０のそれぞれへ配信する。情
報管理サーバ１６の詳細な構成は後述する。検索サーバ１７は、検索サービスを提供し、
検索要求で指定された検索キーとの合致度合いが高いウェブページを示す情報をその検索
要求元へ提供する。
【００２５】
　図３は、図１の情報管理サーバ１６の機能構成を示すブロック図である。図２と同様に
、図３の機能ブロックについてもハードウェア、ソフトウェアの組合せによっていろいろ
なかたちで実現できることは、当業者には理解されるところである。例えば図３の機能ブ
ロックは、コンピュータプログラムとして所定の記録媒体に格納され、情報管理サーバ１
６のハードディスクにインストールされ、情報管理サーバ１６のメインメモリに適宜読み
出されて、プロセッサにより実行されてもよい。
【００２６】
　情報管理サーバ１６は、通信処理部２０と、集計結果保持部２２と、各種のデータ処理
を実行するデータ処理部２４とを備える。データ処理部２４は、視聴者数集計部２６と、
録画予約数集計部２８と、指標値提供部３０とを含む。
【００２７】
　通信処理部２０は、インターネット１５を介して外部装置との通信処理を実行する。デ
ータ処理部２４は、通信処理部２０を介して、番組視聴システム１０における情報処理装
置１１とデータを送受する。集計結果保持部２２は、後述する視聴者数集計部２６および
録画予約数集計部２８における集計処理の結果データを保持する記憶領域である。
【００２８】
　図４は、集計結果保持部２２に保持されるデータの構造を示す。番組ＩＤフィールドに
は、特定の日時に放映された番組を一意に特定可能な番組ＩＤが設定される。この番組Ｉ
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Ｄは、定期的に放映される同一タイトルの番組であっても放映日時が異なる場合は異なる
ＩＤとなり、ＥＰＧ情報において予め定められていることとする。視聴者数フィールドに
は、番組ＩＤで特定される番組を現在視聴している視聴者の合計数が設定される。本実施
の形態では、年齢層および性別ごとに分類されて、それぞれの合計数が設定される。録画
予約数フィールドには、番組ＩＤで特定される番組を録画予約している視聴者の年齢層お
よび性別ごとの合計数が設定される。
【００２９】
　図３に戻り視聴者数集計部２６は、視聴者が現在視聴中の番組の番組ＩＤを、複数の情
報処理装置１１のそれぞれから定期的に取得して集計する。本実施の形態では、番組ＩＤ
とともに視聴者の属性（すなわち年齢層および性別）を取得し、番組ＩＤで特定される番
組の視聴者数を、視聴者の属性ごとに集計して集計結果保持部２２へ格納する。
【００３０】
　録画予約数集計部２８は、視聴者が録画予約した番組の番組ＩＤを、複数の情報処理装
置１１のそれぞれから定期的に取得して集計する。本実施の形態では、番組ＩＤとともに
視聴者の属性を取得し、番組ＩＤで特定される番組の録画予約数を、視聴者属性ごとに集
計して集計結果保持部２２へ格納する。
【００３１】
　指標値提供部３０は、情報処理システム１００における番組の視聴状況を示す指標値を
情報処理装置１１へ提供する。この指標値には、番組を視聴している視聴者の多寡を示す
指標値（以下、「ライブ指標値」とも呼ぶ）と、番組を録画予約している視聴者の多寡を
示す指標値（以下、「予約指標値」とも呼ぶ）とが含まれる。
【００３２】
　具体的には指標値提供部３０は、ライブ指標値として、集計結果保持部２２に保持され
た年齢層および性別ごとの視聴者数を情報処理装置１１へ送信する。また予約指標値とし
て、集計結果保持部２２に保持された年齢層および性別ごとの録画予約数を情報処理装置
１１へ送信する。
【００３３】
　変形例として、指標値提供部３０は、視聴者数そのものに代えて、視聴者数を所定の評
価関数に入力した結果をライブ指標値として提供してもよい。例えば、視聴者数全体に占
める特定の番組の視聴者数、すなわち視聴率を提供してもよい。予約指標値についても同
様である。例えば、視聴者数全体に占める特定の番組の録画予約数、すなわち録画予約率
を予約指標値として提供してもよい。
【００３４】
　図５は、図１の情報処理装置１１のハードウェア構成図である。情報処理装置１１は、
ＣＰＵ３００とＧＰＵ（グラフィックプロセッサユニット）３０２と、入出力プロセッサ
３０４と、光ディスク再生部３０６と、メインメモリ３０８と、マスクロム３１０と、サ
ウンドプロセッサ３１２とを基本構成として備える。
【００３５】
　ＣＰＵ３００は、ゲームや電子メール、Ｗｅｂブラウザ用のアプリケーション等の各種
プログラムに基づいて、信号処理や内部構成要素を制御する。ＣＰＵ３００は、ＣＥＬＬ
等のマルチコアＣＰＵであってもよく、複数の異種のプロセッサコアを組み合わせたヘテ
ロジニアスマルチコアＣＰＵであってもよい。
【００３６】
　ＧＰＵ３０２は、画像処理を行う。入出力プロセッサ３０４は、外部と装置内部との間
のインターフェイス処理や下位互換性を保つための処理を実行する。光ディスク再生部３
０６は、アプリケーションプログラムやマルチメディアデータが記録されているＢＤやＤ
ＶＤ、ＣＤ等の光ディスクを再生する。メインメモリ３０８は、ＣＰＵ３００のワークエ
リアや光ディスクから読み出されたデータを一時的に格納するバッファとして機能する。
マスクロム３１０は、主にＣＰＵ３００や入出力プロセッサ３０４が実行するオペレーテ
ィングシステムプログラムを格納している。サウンドプロセッサ３１２は、音声信号を処
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理する。
【００３７】
　また、この情報処理装置１１は、ＣＤ／ＤＶＤ／ＢＤプロセッサ３１４と、光ディスク
再生ドライバ３１６と、メカコントローラ３１８と、ハードディスクドライブ３３４、カ
ード型コネクタ（例えばＰＣカードスロット）３２０も有している。ＣＤ／ＤＶＤ／ＢＤ
プロセッサ３１４は、光ディスク再生部３０６によりＣＤ／ＤＶＤ／ＢＤから読み出され
てＲＦアンプ３２８で増幅されたディスク再生信号に対して、例えば誤り訂正処理（例え
ばＣＩＲＣ（Cross Interleave Reed-Solomon Coding）処理）や伸張復号化処理等を施す
ことにより、それらＣＤ／ＤＶＤ／ＢＤに記録されたデータを再生（復元）する。光ディ
スク再生ドライバ３１６及びメカコントローラ３１８は、光ディスク再生部３０６のスピ
ンドルモータの回転制御、光ピックアップのフォーカス／トラッキング制御、ディスクト
レイのローディング制御等を行う。
【００３８】
　また、ハードディスクドライブ３３４は例えば光ディスク再生部３０６で読み出された
アプリケーションプログラムやゲームのセーブデータを記憶、あるいは入出力プロセッサ
３０４を介して取得した写真、動画、音楽等のデータ等を記憶する。カード型コネクタ３
２０は、例えば通信カードや外付けハードディスクドライブ３３６等の接続ポートである
。
【００３９】
　これらの各部は、主にバスライン３２２、３２４等を介してそれぞれ相互に接続されて
いる。なお、ＣＰＵ３００とＧＰＵ３０２は、専用バスで接続されている。また、ＣＰＵ
３００と入出力プロセッサ３０４はＳＢＵＳにより接続されている。入出力プロセッサ３
０４とＣＤ／ＤＶＤ／ＢＤプロセッサ３１４、マスクロム３１０、サウンドプロセッサ３
１２、カード型コネクタ３２０、ハードディスクドライブ３３４はＳＳＢＵＳにより接続
されている。
【００４０】
　ＣＰＵ３００は、マスクロム３１０に記憶されているＣＰＵ用のオペレーティングシス
テムプログラムを実行することにより、情報処理装置１１の全動作を制御する。また、Ｃ
ＰＵ３００は、ＣＤ、ＤＶＤ、ＢＤ等の光ディスクから読み出されてメインメモリ３０８
にロードする。また、通信ネットワークを介してダウンロードされた各種アプリケーショ
ンプログラム等を実行し、ゲームや電子メールの作成編集、Ｗｅｂページの閲覧等の動作
を制御する。
【００４１】
　入出力プロセッサ３０４は、マスクロム３１０に記憶されている入出力プロセッサ用の
オペレーティングシステムプログラムを実行することにより、ユーザの操作に応じたコン
トローラ１２からの信号やゲームの設定、電子メールの内容やアドレス、Ｗｅｂサイトの
ＵＲＬ等を記憶するメモリカード３２６からのデータ等の入出力を制御する。
【００４２】
　その他、入出力プロセッサ３０４は、ＵＳＢ接続端子３３３やネットワークカード３３
０、図示しないＩＥＥＥ１３９４端子やＰＣカードスロット等におけるデータの入出力も
制御する。例えば、ＵＳＢ接続端子３３３を介してチューナー１３と接続し、ネットワー
クカード３３０を介してインターネット１５と接続する。また、図示しないＰＣカードス
ロットを介してメモリカード３２６に対しデータの入出力を行う。コントローラ１２やメ
モリカードからの情報はマルチメディアスロットや無線送受信ポートを含むインタフェー
ス３３２を介してやりとりする。
【００４３】
　例えば、無線送受信ポートは、無線ＬＡＮやＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等により
、ゲーム用コントローラやＢＤ・ＤＶＤ操作用コントローラとの通信を行う。また、イン
タフェース３３２は、ＨＤＭＩ（登録商標）ケーブルとのインターフェースも有し、その
インタフェースを介して映像データをディスプレイ１４へ出力する。
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【００４４】
　ＧＰＵ３０２は、座標変換等の処理をするジオメトリトランスファエンジンの機能と、
レンダリングプロセッサの機能とを有し、ＣＰＵ３００からの描画指示に従って描画し、
描画された画像を図示しないフレームバッファに格納する。例えば、光ディスクに記録さ
れている各種アプリケーションプログラムがゲームのように所謂３次元（３Ｄ）グラフィ
ックを利用するものである場合、当該ＧＰＵ３０２は、ジオメトリ演算処理により、３次
元オブジェクトを構成するためのポリゴンの座標等を計算する。さらに、レンダリング処
理により、この３次元オブジェクトを仮想的なカメラで撮影することにより得られる画像
を生成するための計算、すなわち透視変換（３次元オブジェクトを構成する各ポリゴンの
頂点を仮想的なカメラスクリーン上に投影した場合における座標値の計算など）を計算す
る。最終的に得られた画像データをフレームバッファ上へ書き込む。そして、ＧＰＵ３０
２は、この作成した画像に対応するビデオ信号を出力する。
【００４５】
　サウンドプロセッサ３１２は、ＡＤＰＣＭ（Adaptive Differential Pulse Code Modul
ation）復号機能、オーディオ信号再生機能、信号変調機能等を備えている。ＡＤＰＣＭ
復号機能とは、当該サウンドプロセッサ３１２に内蔵或いは外付けされた図示しないサウ
ンドバッファに記憶されている波形データを読み出すことで、効果音等のオーディオ信号
を再生して出力する機能である。信号変調機能とは、上記サウンドバッファに記憶されて
いる波形データから、楽音や効果音等のオーディオ信号を発生する、所謂サンプリング音
源としても動作する。
【００４６】
　以上のような構成を有する情報処理装置１１は、例えば電源が投入されると、マスクロ
ム３１０からＣＰＵ３００用及び入出力プロセッサ３０４用のオペレーティングシステム
プログラムが読み出される。ＣＰＵ３００と入出力プロセッサ３０４は、それぞれ対応し
たオペレーティングシステムプログラムを実行する。これにより、ＣＰＵ３００は、情報
処理装置１１の各部を統括的に制御する。また、入出力プロセッサ３０４は、コントロー
ラ１２やメモリカード３２６等との間の信号の入出力を制御する。
【００４７】
　また、ＣＰＵ３００は、オペレーティングシステムプログラムを実行すると、まず動作
確認等の初期化処理をする。つづいて光ディスク再生部３０６を制御して光ディスクに記
録されているゲーム等のアプリケーションプログラムを読み出し、メインメモリ３０８に
ロードした後、そのゲームアプリケーションプログラムを実行する。このゲームアプリケ
ーションプログラムの実行により、ＣＰＵ３００は、入出力プロセッサ３０４を介してコ
ントローラ１２から受け付けたユーザの指示に応じて、ＧＰＵ３０２やサウンドプロセッ
サ３１２を制御し、画像の表示や効果音、楽音の発生を制御する。
【００４８】
　例えば、光ディスクに記録された映画等を再生する場合、ＣＰＵ３００は、入出力プロ
セッサ３０４を介してコントローラ１２から受け付けたユーザからの指示（コマンド）に
したがってＧＰＵ３０２やサウンドプロセッサ３１２を制御し、光ディスクから再生され
た映画の映像の表示や効果音や音楽等の発生を制御する。
【００４９】
　図６は、図１の情報処理装置１１の機能構成を示すブロック図である。図２と同様に、
図６の機能ブロックについてもハードウェア、ソフトウェアの組合せによっていろいろな
かたちで実現できることは、当業者には理解されるところである。例えば、図６の機能ブ
ロックは、コンピュータプログラムとして所定の記録媒体に格納され、図５のハードディ
スクドライブ３３４にインストールされ、情報処理装置１１のメインメモリ３０８に適宜
読み出されて、ＣＰＵ３００により実行されてもよい。すなわち、図６の機能ブロックは
、番組視聴ＡＰを構成する各種モジュールを示しているともいえる。
【００５０】
　情報処理装置１１は、外部インタフェース部４０と、データ保持部４８と、データ処理
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部５６とを備える。外部インタフェース部４０は様々な外部装置とのインタフェース機能
を提供し、データ処理部５６は外部インタフェース部４０を介して外部装置とデータを送
受する。外部インタフェース部４０は、チューナＩＦ部４１と、通信処理部４２と、操作
検出部４４と、表示データ出力部４６とを含む。
【００５１】
　チューナＩＦ部４１は、チューナー１３とのインタフェース機能を提供し、チューナー
１３から受け付けたデータをデータ処理部５６へ送出する。通信処理部４２は、インター
ネット１５を介して、情報管理サーバ１６および検索サーバ１７との通信処理を実行する
。操作検出部４４は、コントローラ１２に対する視聴者の操作を検出して、その操作内容
をデータ処理部５６へ送出する。表示データ出力部４６は、後述する表示処理部７８から
送出された表示用の映像・画像データをディスプレイ１４へ送出して表示させる。
【００５２】
　データ保持部４８は、各種データを保持する記憶領域であり、ハードディスクドライブ
とその記憶データとして実装されてもよい。データ保持部４８は、番組情報保持部５０と
、録画情報保持部５２と、サムネイル保持部５４とを含む。
【００５３】
　番組情報保持部５０は、電子番組表に表示させるべき複数の番組それぞれの番組情報を
保持する。図７は、番組情報保持部５０に保持されるデータの構造を示す。番組概要フィ
ールドには、当該番組の概要情報が設定される。人気順位フィールドには、同一時間帯に
放映される複数の番組について、各番組の相対的な人気順位が一時的に設定される。
【００５４】
　図６に戻り録画情報保持部５２は、情報処理装置１１における番組録画に関する情報で
ある録画情報を保持する。図８は、録画情報保持部５２に保持されるデータの構造を示す
。録画ＩＤフィールドには、情報処理装置１１において録画コンテントを一意に特定可能
な録画ＩＤが設定される。
【００５５】
　図６の録画フラグフィールドには、録画処理が実行済か否か、および、録画処理におい
てエラーが発生したか否かを示すフラグが設定される。例えば、録画フラグフィールドが
「実行済」のレコードは録画済の状態を示し、録画フラグフィールドが「未実行」のレコ
ードは録画予約状態を示す。再生進行率フィールドには、録画コンテントの再生進行状況
、すなわち録画コンテントの何％が再生済かを示す値が設定される。例えば、再生進行率
「０％」のレコードは、録画コンテントの再生が全く行われていないことを示す。コンテ
ントデータフィールドには、録画コンテントそのもののデータ、すなわち録画された番組
映像のデータが設定される。
【００５６】
　図６に戻りサムネイル保持部５４は、録画コンテントに含まれる一部の画像が縮小表示
されるサムネイル画像のデータを、その録画コンテントの録画ＩＤと対応づけて保持する
。このサムネイル画像は、静止画像でもよく動画像でもよい。
【００５７】
　なお、データ保持部４８が各種データを保持する物理的な記憶領域は、情報処理装置１
１に内蔵されたハードディスクドライブ３３４でもよく、外付けハードディスクドライブ
３３６でもよく、メモリカード３２６でもよい。また、一般的にデータサイズが大きくな
る録画情報（特にコンテントデータフィールドのデータ）のみ、外付けハードディスクド
ライブ３３６に保持してもよい。どのデータをどの記憶領域に保持させるかは、視聴者の
操作により随時決定されてもよい。
【００５８】
　データ処理部５６は、各種データ処理を行う機能ブロックであり、コンピュータプログ
ラムのモジュールとして実装されてもよい。データ処理部５６は、番組映像取得部５８と
、番組情報取得部６０と、属性取得部６２と、録画処理部６４と、再生処理部６６と、指
標値取得部６８と、人気度決定部７０と、サムネイル設定部７２と、検索キー取得部７４



(11) JP 4892601 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

と、検索実行部７６と、表示処理部７８と、視聴状況通知部９９とを含む。
【００５９】
　番組映像取得部５８は、チューナー１３から送出された番組の映像情報を取得する。番
組情報取得部６０は、チューナー１３から送出されたＥＰＧ情報を取得して、各番組の番
組情報を番組情報保持部５０へ格納する。
【００６０】
　属性取得部６２は、視聴者により入力された視聴者自身の属性情報、例えば視聴者の年
齢や性別を取得する。例えば、情報処理装置１１の設定画面に対して視聴者が入力した属
性情報を保持する所定の記憶領域からその属性情報を取得してもよい。
【００６１】
　録画処理部６４は、視聴者により指示された番組の録画予約処理および録画処理を実行
するとともに、録画情報保持部５２の録画情報を適宜更新する。例えば、録画予約処理に
おいては、録画フラグを「未実行」に設定する。録画処理においては、録画対象番組の映
像データをコンテントデータフィールドに逐次記録する。また、録画処理が正常終了する
と録画フラグを「実行済」に設定し、録画処理においてエラーが発生すると録画フラグを
「エラー発生」に設定する。
【００６２】
　また、録画処理部６４は、録画対象番組の録画中に、後述する人気度決定部７０におい
てその番組の人気順位が所定順位以上、例えば３位以上になった場合は、その旨を録画コ
ンテントに設定する。本実施の形態では、人気順位が所定順位以上になったときに、録画
コンテントにチャプタを挿入することとする。
【００６３】
　再生処理部６６は、視聴者により指示された録画コンテントの映像データを表示処理部
７８へ送出することにより、その再生処理を実行する。それとともに、録画コンテントの
再生状況に応じて、録画情報保持部５２の録画情報を適宜更新する。例えば、録画時間に
占める再生時間の割合を再生進行率フィールドに設定する。
【００６４】
　なお、再生処理部６６は、視聴者からの指示に応じて、録画コンテントのもととなった
番組において人気が高かった場面のみを再生してもよい。例えば、録画処理部６４により
チャプタが挿入された前後所定時間のみを再生してもよい。また、後述する人気度決定部
７０において決定された人気順位の推移状況がデータ保持部４８に保持されてもよく、再
生処理部６６は録画コンテントのもととなった番組の人気順位が所定順位以上であった箇
所のみを再生させてもよい。
【００６５】
　指標値取得部６８は、ライブ指標値および予約指標値を情報管理サーバ１６から取得す
る。典型的には、表示処理部７８において電子番組表の表示処理が開始された際にライブ
指標値および予約指標値を取得する。また、予め定められたインターバル期間の経過を検
出すると最新のライブ指標値および予約指標値を新たに取得する。
【００６６】
　人気度決定部７０は、ライブ指標値および／または予約指標値にしたがって、同一時間
帯に放映される複数の番組について、それぞれの相対的な人気順位を決定する。本実施の
形態では、ライブ指標値と予約指標値との合計値が大きいほど、番組の順位をより上位に
決定する。なお、放映前の番組についてはライブ指標値が得られないため、予約指標値の
みにしたがって人気順位を決定する。人気度決定部７０は、各番組の人気順位を決定後、
番組情報保持部５０の番組情報における人気順位フィールドのデータを更新する。
【００６７】
　人気度決定部７０は、人気順位を決定する母集団が予めユーザから指定されている場合
は、指定された属性（ここでは年齢層および性別）と対応づけられたライブ指標値・予約
指標値にしたがって人気順位を決定する。母集団の指定がなければ、全属性のライブ指標
値の合算値、全属性の予約指標値の合算値にしたがって人気順位を決定する。
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【００６８】
　なお、人気度決定部７０は、人気順位を決定することなく、指標値取得部６８により取
得された指標値そのものを人気の度合いを示すデータとして出力してもよい。この場合、
指標値そのものが人気順位と同様に取り扱われる。
【００６９】
　サムネイル設定部７２は、録画処理部６４における録画処理が終了したことを検出した
際、録画情報保持部５２の録画情報を参照して、コンテントデータとして記録された動画
像または静止画像を縮小表示するサムネイル画像を設定する。そして、そのサムネイル画
像のデータを録画ＩＤと対応づけてサムネイル保持部５４へ格納する。
【００７０】
　本実施の形態のサムネイル設定部７２は、コンテントデータとして記録された複数の画
像のうち、録画コンテントのもととなった番組において人気が高かった場面の画像からサ
ムネイル画像を設定する。例えば、録画処理部６４によりチャプタが挿入された直前また
は直後の画像からサムネイル画像を設定してもよい。また、人気度決定部７０において決
定された人気順位の推移状況がデータ保持部４８に保持されてもよく、サムネイル設定部
７２は録画コンテントのもととなった番組の人気順位が最も高くなったときの画像からサ
ムネイル画像を設定してもよい。
【００７１】
　検索キー取得部７４は、ディスプレイ１４に映像表示中の番組のＩＤを番組映像表示部
８４から取得し、その番組ＩＤに対応づけられた番組情報を検索キーとして番組情報保持
部５０から取得する。映像表示中の番組は、現在放映中の番組であってもよく、録画され
た番組であってもよい。また、検索キーとされる番組情報は、番組タイトルや出演者名で
あってもよく、概要情報の文字列から形態素解析等により適宜抽出された名詞句であって
もよい。
【００７２】
　また検索キー取得部７４は、このようなキーワードを検索キーとするのみならず、番組
情報が含む画像データ等、その他の形式のデータを検索キーとして取得してもよい。言い
換えれば、検索サーバ１７が許容する任意の形式のデータを検索キーとして取得してもよ
い。また検索キー取得部７４は、番組情報の複数の要素をアンド条件とする検索キーを設
定してもよい。また、それぞれの要素を順次検索キーとして定期的に検索実行部７６へ送
出してもよく、複数の検索処理を順次実行させてもよい。また、映像表示中の番組の番組
情報が更新された場合は、更新後の番組情報から新たな検索キーを取得して、検索実行部
７６にその新たな検索キーを用いた新たな検索処理を実行させてもよい。
【００７３】
　検索実行部７６は、検索キー取得部７４により取得された検索キーを指定した検索要求
を検索サーバ１７へ送信する。そして、その検索キーに対する合致度合いとウェブページ
のＵＲＬとの組み合わせを検索結果として検索サーバ１７から取得する。検索実行部７６
は、検索サーバ１７により検索キーに対する合致度合いが最も高いと判定されたウェブペ
ージのデータを、そのＵＲＬに基づき取得する。そしてそのウェブページのデータを表示
処理部７８へ送出する。
【００７４】
　表示処理部７８は、ディスプレイ１４に表示させる動画像や静止画像のデータを表示デ
ータ出力部４６へ送出することにより、視聴者が所望する画像をディスプレイ１４へ表示
させる。表示処理部７８は、ポータル画面表示部８０と、待機画面表示部８２と、番組映
像表示部８４と、検索結果表示部８６と、番組表表示部８８と、ビデオ操作画面表示部９
６とを含む。
【００７５】
　ポータル画面表示部８０は、複数種の視聴画面や操作画面への一元的な遷移元となるポ
ータル画面を表示させる。このポータル画面は、複数種の視聴画面や操作画面を表示させ
る際に一旦は表示される共通のトップ画面であり、これら各種画面に対する共通の入口と
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なる。なお、複数種の視聴画面や操作画面には、地上デジタルテレビ放送において現在放
映中の番組映像（以下、単に「ライブ映像」とも呼ぶ）を視聴するテレビ画面、録画され
た番組の再生を行うビデオ画面、番組視聴ＡＰに対する各種設定を行う設定画面等が含ま
れる。
【００７６】
　図９は、ポータル画面の表示イメージを示す。画面選択アイコン１０２は、番組視聴Ａ
Ｐにおいて提供される複数種の視聴画面や操作画面を選択するためのアイコンであり、Ｔ
Ｖアイコン１０２ａ～設定アイコン１０２ｈを含む。ＴＶアイコン１０２ａが選択される
とテレビ画面へ遷移する。番組表アイコン１０２ｂが選択されると、電子番組表を表示す
るＥＰＧ画面へ遷移する。ランキングアイコン１０２ｃが選択されると、番組の人気ラン
キングを表示するランキング画面へ遷移する。
【００７７】
　スケジュールアイコン１０２ｄが選択されると、予約等のスケジュールを確認するスケ
ジュール画面へ遷移する。ビデオアイコン１０２ｅが選択されるとビデオ画面へ遷移する
。番組検索アイコン１０２ｆが選択されると、放映中もしくは放映予定の番組を検索する
ための番組検索画面へ遷移する。マニュアルアイコン１０２ｇが選択されると、番組視聴
ＡＰの操作方法に関するマニュアルを表示するマニュアル画面へ遷移する。設定アイコン
１０２ｈが選択されると設定画面へ遷移する。
【００７８】
　最新情報ポップ１０４は、選択可能な画面選択アイコン１０２の種類に対応する最新情
報をポップアップ表示する。図９では、ＴＶアイコン１０２ａが選択可能状態にあり、そ
のＴＶアイコン１０２ａと対応づけて、現在放映中の番組に対する他の視聴者の視聴状況
を示す最新情報ポップ１０４が表示されている。例えば、ポータル画面表示部８０は、現
在放映中の番組のうち、人気度決定部７０において人気順位が１位に決定された番組タイ
トルを最新情報ポップ１０４に表示させる。
【００７９】
　別の例として、ポータル画面表示部８０は、スケジュールアイコン１０２ｄと対応づけ
て表示させる最新情報ポップ１０４において、現在の録画予約数や録画予約された番組タ
イトルを表示させる。また、ビデオアイコン１０２ｅと対応づけて表示させる最新情報ポ
ップ１０４において、現在のハードディスクの空き容量や録画可能時間を表示させる。
【００８０】
　状況タグ１０６は、録画コンテントに対する視聴状況、言い換えればビデオ操作に基づ
く視聴状況を示すタグであり、エラー状況タグ１０６ａ、未視聴タグ１０６ｂ、録画予約
タグ１０６ｃを含む。ポータル画面表示部８０は、録画処理部６４の録画処理でエラーが
発生した場合、その旨をエラー状況タグ１０６ａに表示させる。また、録画情報保持部５
２に保持された録画情報を参照して、録画済かつ再生進行率０％の録画コンテントの数を
未視聴タグ１０６ｂに表示させる。また、同じく録画情報を参照して、録画処理が未実行
の録画予約数を録画予約タグ１０６ｃに表示させる。
【００８１】
　録画サムネイル１０８は、録画済コンテントそれぞれのサムネイル画像であり、１つの
録画コンテント当たり１つのサムネイル画像が表示される。ポータル画面表示部８０は、
サムネイル保持部５４から表示対象となる録画コンテントのサムネイル画像を取得して、
ポータル画面に設定する。録画サムネイル１０８の表示対象となる録画コンテントは、全
ての録画コンテントでもよく、再生進行率が１００％未満の録画コンテントだけでもよく
、再生進行率が０％の録画コンテントだけでもよい。
【００８２】
　図６に戻り待機画面表示部８２は待機画面を表示する。この待機画面は、ポータル画面
において所定時間（例えば３０秒）以上、視聴者の操作が未検出の場合に表示される画面
であり、スクリーンセイバー的な位置づけの画面である。待機画面の表示中にコントロー
ラ１２に対する操作が検出されると、待機画面表示部８２は待機画面の表示を終了させ、
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ポータル画面表示部８０はポータル画面を再度表示させる。
【００８３】
　図１０は、待機画面の表示イメージを示す。待機画面表示部８２は、待機画面において
、画面選択アイコン１０２や録画サムネイル１０８のそれぞれが、位置・角度・大きさを
逐次変えながら変動する３次元空間のイメージを表示させる。
【００８４】
　待機画面表示部８２は、録画情報保持部５２の録画情報を参照して、録画コンテントの
属性に応じて、その録画コンテントに対応する録画サムネイル１０８の変動態様を変化さ
せる。例えば、録画日時が現在日時に近い録画コンテントほど、その録画サムネイル１０
８を視聴者の注意を喚起しやすいと想定される態様で変動表示させてもよい。具体的には
、その録画サムネイル１０８を他の録画サムネイル１０８より大きく表示させてもよく、
また、その録画サムネイル１０８を他の録画サムネイル１０８より速く変動させてもよい
。
【００８５】
　図６に戻り番組映像表示部８４は、番組の映像をディスプレイ１４に表示させる。例え
ば、ポータル画面においてＴＶアイコン１０２ａが選択された際に、番組映像取得部５８
において取得された番組のライブ映像を表示させる。また、ポータル画面においてビデオ
アイコン１０２ｅが選択され、その遷移先のビデオ画面にて録画コンテントの再生が要求
された際に、再生処理部６６から受け付けられたその録画コンテントの映像を表示させる
。
【００８６】
　また、番組映像表示部８４は、番組の映像を表示したテレビ画面やビデオ画面（以下、
総称して「映像表示画面」とも呼ぶ）に、視聴者から操作を受け付けるための操作アイコ
ンを表示させる。図１１は、映像表示画面１１０のイメージを示す。同図の操作アイコン
１１２には、番組の関連情報をキーとしてインターネット検索を実行させるための検索ア
イコン１１２ａが含まれる。検索アイコン１１２ａの選択は、検索キー取得部７４および
検索実行部７６の処理開始トリガとなる。
【００８７】
　図６に戻り検索結果表示部８６は、検索結果として検索実行部７６から受け付けられた
ウェブページのデータをブラウザ画面に表示させる。このブラウザ画面は、ウェブブラウ
ザの実行画面である。
【００８８】
　図１２は、映像表示画面１１０のイメージを示す。同図で示すように、映像表示画面１
１０と、その映像表示画面１１０で表示中の番組の情報をキーとした検索の結果が表示さ
れたブラウザ画面１１４とがディスプレイ１４に一時に表示される。同図では、ブラウザ
画面１１４において番組ホームページが表示されている。なお、検索結果表示部８６は、
検索実行部７６において新たな検索処理が実行された場合、ブラウザ画面１１４の表示内
容を更新し、新たな検索処理の結果をブラウザ画面１１４に表示させる。
【００８９】
　図６に戻り番組表表示部８８は、電子番組表の表示処理を実行する。番組表表示部８８
は、カーソル表示部９０と、第１番組表表示部９２と、第２番組表表示部９４とを含む。
カーソル表示部９０は、電子番組表において視聴者が特定の番組を選択するためのカーソ
ルを表示させ、視聴者の操作に応じてそのカーソルを移動させる。視聴者は、コントロー
ラ１２を操作してカーソルを移動させることにより、電子番組表で１つの番組の情報が表
示された領域（以下、「番組枠」とも呼ぶ）を選択する。この番組枠は、時間軸とチャン
ネル軸とから形成されるセル領域であるともいえる。
【００９０】
　第１番組表表示部９２は、番組映像表示部８４による番組映像の表示中に、所定の操作
が受け付けられたとき、番組情報保持部５０の番組情報を参照して、その番組映像に重ね
て第１番組表を表示させる。この第１番組表は、複数のチャンネルにおいて現在放映中の
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複数の番組について、各番組の番組情報が配置された番組表である。第１番組表表示部９
２は、背景となる番組映像を視聴者が視認可能なように、所定の透過率を設定して第１番
組表を表示させる。
【００９１】
　本実施の形態では、第１番組表表示部９２は、現在放映中の番組の情報のみを配置した
第１番組表を表示させる。ある番組枠に表示させた番組が終了すると、第１番組表表示部
９２は、次に放映される番組の情報をその番組枠に表示させる。
【００９２】
　図１３は、第１番組表１１６の表示イメージを示す。第１番組表１１６には、複数のチ
ャンネルのそれぞれに対応する番組枠１１８が表示されており、各番組枠１１８には、チ
ャンネル名と番組タイトルとが表示される。第１番組表表示部９２は、各番組の番組情報
を参照して、人気順位が上位３つの番組の番組枠１１８に人気順位を示すオブジェクト（
以下、「人気順位インジケータ」とも呼ぶ）を対応づけて表示させる。変形例として、番
組枠１１８内の色彩や、番組情報の文字フォント等を変化させることにより、各番組の人
気順位を視聴者に示唆してもよい。なお、第１番組表表示部９２は、各番組の番組情報を
定期的（例えば１分おき）に参照して人気順位インジケータの表示を更新する。
【００９３】
　カーソル表示部９０は、番組枠１１８を選択するためのカーソル１２０を表示させ、視
聴者は、番組の内容や進行状況等を確認したい番組の番組枠１１８をカーソル１２０によ
り選択する。第１番組表表示部９２は、カーソル１２０により選択された番組枠１１８に
対応する番組（以下、「仮選択番組」とも呼ぶ）の番組概要を番組情報保持部５０から取
得して番組概要フィールド１２４にスクロール表示させる。なお、ある番組枠１１８にお
いてカーソル１２０が下方向へ移動された場合、第１番組表表示部９２は、現在放映中の
番組の次に放映される番組の情報をその番組枠１１８に表示させてもよい。
【００９４】
　また、第１番組表表示部９２は、仮選択番組の放映開始時刻、放映終了時刻、現在時刻
とに基づいて、当該番組の進行度合いを算出し進行度インジケータ１２６に表示させる。
変形例として、第１番組表１１６に表示した複数の番組枠１１８それぞれの表示態様を、
各番組の進行度合いに応じて変化させることにより、各番組の進行度合いを視聴者に示唆
してもよい。
【００９５】
　また、第１番組表表示部９２は、仮選択番組の人気推移インジケータ１２８を表示させ
る。第１番組表表示部９２は、仮選択番組の最新の人気順位を取得した際に、それまでの
人気順位と比較した推移状況（例えば、上昇・下降・変化無しのいずれか）を示すよう人
気推移インジケータ１２８を設定する。
【００９６】
　第１番組表１１６の仮選択番組に対して所定の視聴操作（コントローラ１２の特定のボ
タンを押下する等）を視聴者が実行した場合、データ処理部５６は、その仮選択番組が本
選択番組として指定された旨を検出する。そのとき番組映像表示部８４は、映像表示画面
１１０に表示させる番組映像を、本選択番組の映像へ切替える。例えば、番組映像取得部
５８は本選択番組の映像情報をチューナー１３から取得し、番組映像表示部８４は本選択
番組の番組映像をディスプレイ１４に表示させる。
【００９７】
　なお、図１３には図示しないが、第１番組表表示部９２は、人気順位インジケータを表
示させた番組や仮選択番組等と対応づけて、現在の人気順位の根拠となるライブ指標値お
よび／または予約指標値をさらに表示させてもよい。この態様によれば、番組の視聴状況
が抽象化された人気順位に加えて、視聴状況の実態を示すデータそのものを視聴者が確認
できる。
【００９８】
　図６に戻り第２番組表表示部９４は、ポータル画面において番組表アイコン１０２ｂが
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選択された際に、第２番組表をディスプレイ１４の画面全面に表示させる。第２番組表は
、複数の時間帯に亘る時間軸を縦軸とし、複数のチャンネルに亘るチャンネル軸を横軸と
して、複数の番組それぞれの番組情報が配置された電子番組表である。
【００９９】
　図１４は、第２番組表の表示イメージを示す。同図は、２４時間分の番組情報が表示さ
れた第２番組表を示している。チャンネル標識１３０は、地上デジタルテレビ放送のチャ
ンネルを識別するための標識オブジェクトである。隣接し合うチャンネルの間には、チャ
ンネルインターバル１３１が配置される。なお、同一時間帯に放映される番組を視聴者が
把握しやすくなるように、所定の時間帯（例えば３時間）ごとに、番組枠の表示態様が変
更されてもよい。例えば、番組枠における色彩や文字フォントが変更されてもよい。
【０１００】
　第２番組表表示部９４は、視聴者の操作に応じて、第２番組表における番組枠の領域を
拡大または縮小させる。具体的には、単位時間当たりの番組枠の大きさを拡大または縮小
させ、チャンネル当たりの番組枠の大きさを拡大または縮小させる。これに伴って、各番
組枠で表示可能な番組情報量が増加しまたは減少する。例えば、第２番組表の表示態様と
して、「縦軸＝２４時間、横軸＝９チャンネル」、「縦軸＝５時間、横軸＝７チャンネル
」、「縦軸＝３時間、横軸＝５チャンネル」、「縦軸＝２時間、横軸＝３チャンネル」の
いずれかに切替可能であってもよい。
【０１０１】
　第２番組表表示部９４は、第２番組表の番組枠の１行目に「（放映開始分）番組タイト
ル」を表示させ、２行目以降に番組概要を表示させる。「縦軸＝２４時間、横軸＝９チャ
ンネル」の第２番組表においては、３０分番組の番組枠を最小表示単位、すなわち１行で
表示させる。そのため、３０分未満の番組については、後述するカーソル１３２の移動に
あわせてその番組情報を吹き出し表示させる。
【０１０２】
　カーソル表示部９０は、番組枠を選択するためのカーソル１３２を表示させ、視聴者は
より詳細な情報を知りたい番組や、視聴操作の対象としたい番組の番組枠をカーソル１３
２により選択する。これにより、その番組は仮選択番組として指定される。第２番組表表
示部９４は、仮選択番組の番組枠をチャンネル軸方向に拡大表示、すなわち他の番組枠よ
りも大きく表示させる。また、第２番組表表示部９４は、仮選択番組の番組概要を番組概
要フィールド１３４にスクロール表示させる。
【０１０３】
　図１５も、第２番組表の表示イメージを示す。同図は、図１４の仮選択番組がユーザの
所定操作により本選択番組として指定された状態を示している。視聴者は、録画予約アイ
コン１３８ａや番組視聴アイコン１３８ｂ等の操作アイコン１３８を選択することにより
、本選択番組に対して所望の視聴操作を行う。
【０１０４】
　第２番組表表示部９４は、本選択番組の番組情報（例えば、チャンネル名、放送局名、
番組タイトル、放映日時、視聴状況、番組概要）を番組詳細ウィンドウ１３６に表示させ
る。視聴状況インジケータ１３７は、本選択番組に対する視聴人数を示し、具体的にはラ
イブ指標値、予約指標値、またはそれらの合計値を示してもよい。第２番組表表示部９４
は、本選択番組の指定がなされた際、番組詳細ウィンドウ１３６を第２番組表に重ねてポ
ップアップ表示させ、その背景となる第２番組表をそれまでよりも低画質で表示させる。
例えば、第２番組表の画像データから高周波成分を除外することにより、第２番組表をぼ
かして表示させてもよい。また、第２番組表の画像上に半透明のオブジェクトを重ねて表
示させてもよい。
【０１０５】
　ここで、ディスプレイ１４が立体表示対応の３Ｄディスプレイである場合の変形例を説
明する。第２番組表表示部９４は、カーソル１３２により選択された番組枠、すなわち仮
選択番組の番組枠の画像、および／または、番組詳細ウィンドウ１３６の画像として、時
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間的または空間的に分割された視差画像を表示させてもよい。
【０１０６】
　例えば、視聴者がシャッター付きメガネを装着する場合は時間的に分割された視差画像
を表示させ、偏光板式のメガネを装着する場合は空間的に分割された視差画像を表示させ
てもよい。典型的には、仮選択番組の番組枠および／または番組詳細ウィンドウ１３６が
、第２番組表よりも手前になるよう表示させる。
【０１０７】
　この変形例によれば、仮選択番組の番組枠および／または番組詳細ウィンドウ１３６の
視認性をより高めることができる。なお、視差画像表示の有無や視差画像の態様は、視聴
者により予め設定されてもよく、ディスプレイ１４の種類を情報処理装置１１が検出し、
その種類に応じて動的に決定されてもよい。
【０１０８】
　図１６も、第２番組表の表示イメージを示す。同図は、図１５において本選択番組に対
する録画予約が行われた後の第２番組表を示している。第２番組表表示部９４は、録画予
約された番組の番組枠１４０を、録画予約済の番組であることを示す所定の態様で表示さ
せる。それとともに、録画予約された時間帯のチャンネルインターバル１３１に、録画予
約済の時間帯であることを示す録画予約ライン１４２を表示させる。なお第２番組表表示
部９４は、録画予約ライン１４２と同様の態様で、現在時刻を示すラインオブジェクトを
第２番組表に表示させてもよい。第２番組表において、放映が終了した番組情報を継続し
て表示する場合は特に好適である。
【０１０９】
　また、第２番組表表示部９４は、第２番組表の文字フォントを設定するための設定ウィ
ンドウを第２番組表とともにディスプレイ１４に一時に表示させる。図１７は、第２番組
表の表示イメージを示す。第２番組表表示部９４は、設定ウィンドウ１４４において特定
の文字フォントが視聴者により指定されると、指定された文字フォントを表示中の第２番
組表へ即座に反映させる。言い換えれば、表示中の第２番組表を、指定された文字フォン
トにより番組情報が記載された第２番組表へ切替える。図１７では、文字サイズの変更例
を示したが、文字書体すなわちタイプフェイスも同様に変更されてよい。
【０１１０】
　また、第２番組表表示部９４は、第２番組表におけるカーソル１３２の移動に応じて、
第２番組表を時間軸方向またはチャンネル軸方向へスクロールさせ、第２番組表の表示内
容を切替える。第２番組表表示部９４は、時間軸方向へのスクロールに伴って一部が非表
示となり、かつ、放映終了前の番組の番組枠について、そのスクロールの後にも表示され
ている残余領域に、その番組枠で表示すべき番組情報の先頭から表示させる。すなわち、
「放映開始分＋番組タイトル」を、番組概要よりも優先して表示させる。
【０１１１】
　図１８（ａ）および図１８（ｂ）は、第２番組表の表示イメージを示す。この例では、
現在時刻を１７：４５とする。図１８（ａ）はスクロール前の第２番組表であり、１６時
～２０時の番組表が表示されている。一方で、図１８（ｂ）はスクロール後の第２番組表
であり、１７時～２１時の番組表が表示されている。図１８（ａ）においてカーソル１３
２が下方向へ移動した場合、図１８（ｂ）に切替えられる。
【０１１２】
　図１８（ｂ）の番組枠１４６・番組枠１４７・番組枠１４８は、図１８（ａ）での状態
と比べ、その表示領域が減少している。第２番組表表示部９４は、番組枠１４６の番組は
現在放映中であるため、番組枠１４６の残余領域において番組情報の先頭から可能な限り
の番組情報を表示させる。言い換えれば、番組情報の表示開始位置を残余領域の先頭にず
らして表示させる。
【０１１３】
　その一方で、番組枠１４７および番組枠１４８の番組は放映が終了しているため、第２
番組表表示部９４は、それらの番組情報の表示開始位置を変更しない。なお、第２番組表
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表示部９４は、放映が終了した番組の番組情報を、放映が未終了の番組の番組情報よりも
目立たない態様（例えば、薄いグレーの文字色）で表示させてもよく、当該態様の番組枠
については、番組情報の表示開始位置を変更しないこととしてもよい。
【０１１４】
　図６に戻りビデオ操作画面表示部９６は、ポータル画面においてビデオアイコン１０２
ｅが選択されたとき、番組の録画／再生を操作するためのビデオ画面をディスプレイ１４
に表示させる。ビデオ操作画面表示部９６は、録画リスト表示部９８を含む。録画リスト
表示部９８は、ビデオ画面において、録画済コンテントの情報や録画予約の一覧情報を示
す録画リストを表示させる。
【０１１５】
　図１９は、録画リストが表示されたビデオ画面のイメージを示す。録画リスト１５０は
、録画した番組のタイトル、録画日時、ステータス、再生進行率を一覧表示する。ステー
タスフィールドには、録画済か、予約済か、エラーが発生したかという録画コンテントの
ステータスを示す情報が設定される。再生進行率フィールドには、録画コンテントの再生
の進行度合いを示す値が設定される。ビデオ操作画面表示部９６は、録画情報保持部５２
の録画情報を参照して、録画リストの各フィールドの値を設定する。再生ボタン１５２が
視聴者により選択されると、再生処理部６６は、その再生ボタン１５２に対応する録画コ
ンテントの再生処理を開始する。
【０１１６】
　変形例として、ビデオ画面の録画リストには録画済のコンテントに関する情報のみが表
示されてもよい。この場合、録画予約の情報は、ポータル画面においてスケジュールアイ
コン１０２ｄが選択された場合の遷移先であるスケジュール画面で表示されてもよい。
【０１１７】
　図６に戻り視聴状況通知部９９は、番組映像表示部８４により現在表示中の番組ＩＤ、
言い換えれば視聴者が現在視聴中の番組ＩＤと視聴者の属性情報とを対応づけた視聴状況
データを定期的に情報管理サーバ１６へ送信する。また、視聴状況通知部９９は、定期的
に録画情報保持部５２の録画情報を参照し、録画予約された番組ＩＤと視聴者の属性情報
とを対応づけた視聴状況データを定期的に情報管理サーバ１６へ送信する。視聴状況の通
知頻度は、視聴状況の集計に要求されるリアルタイム性と、ネットワークおよびシステム
負荷とを比較考量して決定されてよく、例えば１分程度でもよい。
【０１１８】
　以上の構成による動作を以下説明する。
　図２０は、情報処理装置１１の動作を示すフローチャートである。同図は、主にユーザ
インタフェースを中心とした動作を示している。情報処理装置１１において番組視聴ＡＰ
の起動指示が受け付けられると、ポータル画面表示部８０は、ポータル画面を表示させる
（Ｓ１０）。ユーザ操作が検出されず（Ｓ１２のＮ）、その状態が所定時間以上継続した
場合（Ｓ１４のＹ）、待機画面表示部８２は待機画面を表示させ（Ｓ１６）、Ｓ１２の判
定処理が再度実行される。操作の未検出状態が所定時間未満であれば（Ｓ１４のＮ）、待
機画面を表示させることなくＳ１２に戻る。
【０１１９】
　ポータル画面では、各機能画面を選択するためのアイコンと対応づけて最新情報ポップ
１０４が表示され、また、視聴状況・動作状況を示す状況タグ１０６が表示される。これ
により、視聴者は各機能画面に遷移することなく、有用な最新情報をポータル画面で確認
でき、視聴者の利便性を高めることができる。また、ポータル画面および待機画面におい
て録画コンテントのサムネイル画像が表示されることにより、視聴者は録画済のコンテン
トを確認できるだけでなく、録画履歴を鑑賞して楽しむことができる。例えば、待機画面
ではサムネイル画像が変動表示されるため、一種のインテリアとして待機画面を表示させ
ることもできる。また、サムネイル画像の変動表示態様が録画日時に応じて変化すること
により、視聴者は視聴すべき録画コンテントを発見および決定しやすくなる。
【０１２０】
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　視聴者の操作が検出されると（Ｓ１２のＹ）、待機画面表示部８２は、待機画面を表示
中であればその表示を終了させる。ＴＶアイコン１０２ａの選択操作である場合（Ｓ１８
のＹ）、後述するライブ映像表示処理を実行する（Ｓ２０）。ＴＶアイコン１０２ａの選
択操作でなければ（Ｓ１８のＮ）、Ｓ２０はスキップされる。番組表アイコン１０２ｂの
選択操作である場合（Ｓ２２のＹ）、後述する番組表表示処理を実行する（Ｓ２４）。番
組表アイコン１０２ｂの選択操作でなければ（Ｓ２２のＮ）、Ｓ２４はスキップされる。
ビデオアイコン１０２ｅの選択操作である場合（Ｓ２６のＹ）、後述するビデオ画面表示
処理を実行する（Ｓ２８）。ビデオアイコン１０２ｅの選択操作でなければ（Ｓ２６のＮ
）、Ｓ２８はスキップされて本図のフローを終了する。なお、本図では図示しないが、ポ
ータル画面において他の画面選択アイコン１０２が選択された場合は、それぞれのアイコ
ンに対応する画面の表示処理が実行される。
【０１２１】
　図２１は、図２０のＳ２０を詳細に示すフローチャートである。番組映像取得部５８は
視聴者により選択された番組の映像データをチューナー１３から取得し、番組映像表示部
８４はその番組のライブ映像を映像表示画面１１０に表示させる（Ｓ３０）。ここで番組
表の表示要求が受け付けられると（Ｓ３２のＹ）、指標値取得部６８はライブ指標値およ
び予約指標値を情報管理サーバ１６から取得し（Ｓ３４）、人気度決定部７０はそれらの
指標値にしたがって各番組の人気順位を決定する（Ｓ３６）。そして、第１番組表表示部
９２は、現在放映中の各番組の番組情報と人気順位とを対応づけて配置した第１番組表を
映像表示画面１１０に重ねて表示させる（Ｓ３８）。番組表の表示要求が受け付けられな
ければ（Ｓ３２のＮ）、Ｓ３４からＳ３８はスキップされる。
【０１２２】
　図２１には図示しないが、指標値取得部６８は、情報管理サーバ１６における視聴状況
の集計インターバルに対応する順位決定インターバル（例えば１分）が経過すると、最新
の指標値を情報管理サーバ１６から再度取得する。人気度決定部７０は、その最新の指標
値にしたがって各番組の人気順位を更新する。第１番組表表示部９２は、更新後の各番組
の人気順位を第１番組表に表示させる。
【０１２３】
　このように番組のライブ映像とともに、順位インジケータを伴う第１番組表が表示され
ることにより、視聴者は所望の番組を視聴中に、現時点において人気のある番組を一目で
把握できる。なお本実施の形態では、番組の視聴や録画予約といった客観的な視聴動作に
基づいて視聴状況が特定される。これにより、「好き、嫌い、見るつもり」といった番組
に対する視聴者の主観的な指標に基づく場合よりも精度よく、言い換えれば実態に沿った
視聴状況を特定できる。
【０１２４】
　また、第１番組表の操作によりチャンネルの切替えが可能であるため、視聴者は変動す
る人気順位に基づき興味ある番組を随時選択できる。また、第１番組表には各番組の進行
状況や人気順位の推移状況が表示されるため、視聴者はこれらを参考にして視聴する番組
を選択できる。また、カーソルで選択された番組の番組概要が番組概要フィールド１２４
にスクロール表示されるため、所望の番組概要を視聴者に確認させつつも、第１番組表の
領域を抑制できる。これにより、番組映像の視認性を維持しやすくなる。
【０１２５】
　番組映像の表示中に検索要求が受け付けられた際（Ｓ４０のＹ）、もしくは、明示的な
検索要求はなくても（Ｓ４０のＮ）、表示中の番組に関連する情報が更新された際（Ｓ４
２のＹ）、検索キー取得部７４は、その番組情報から検索キーを取得する（Ｓ４４）。検
索実行部７６は、検索サーバ１７に対して検索要求を送信して検索結果を受信する（Ｓ４
６）。検索結果表示部８６は、検索結果であるウェブページを表示するブラウザ画面１１
４を、映像表示画面１１０と並べて表示させる（Ｓ４８）。明示的な検索要求がなく、番
組関連情報の更新もなければ（Ｓ４２のＮ）、Ｓ４４～Ｓ４８はスキップされて本図のフ
ローを終了する。
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【０１２６】
　この態様によれば、視聴中の番組に関する様々な情報がインターネット上のウェブサイ
トから取得されて、番組映像とともに視聴者に提示される。これにより、視聴者は、視聴
中の番組について、番組表レベルの情報に留まらない多種多様な情報を確認できる。また
、番組情報から検索キーが自動抽出されるため、視聴者による検索キーの指定作業が不要
になる。また番組の関連情報が更新されると、ブラウザ画面１１４に表示される情報も逐
次更新される。これにより、視聴者は番組映像の視聴を続けながら、特段の操作を行うこ
となく、番組の最新情報に基づき更新された検索結果を確認できる。
【０１２７】
　図２２は、図２０のＳ２４を詳細に示すフローチャートである。第２番組表表示部９４
は、番組情報保持部５０の番組情報に基づいて第２番組表を表示させる（Ｓ５０）。カー
ソル表示部９０は、視聴者の操作に応じて、第２番組表の複数の番組枠間でカーソルの表
示位置を移動させる。カーソルが移動した場合（Ｓ５２のＹ）、第２番組表表示部９４は
、カーソルで指定された番組枠、言い換えれば仮選択番組の番組枠を、他チャンネルの番
組枠よりも拡大表示させる（Ｓ５４）。
【０１２８】
　そのカーソルの移動に伴って、番組枠の一部が非表示となり（Ｓ５６のＹ）、その番組
枠が放映中の番組のものである場合（Ｓ５８のＹ）、第２番組表表示部９４は、その番組
枠の残余領域に、番組情報の先頭から表示させる（Ｓ６０）。その番組枠が放映終了後の
番組のものであれば（Ｓ５８のＮ）、Ｓ６０はスキップされる。また、番組枠の一部が非
表示にならなければ（Ｓ５６のＮ）、Ｓ５８およびＳ６０はスキップされる。カーソルの
移動がなければ（Ｓ５２のＮ）、Ｓ５４～Ｓ６０はスキップされる。
【０１２９】
　続いて、第２番組表において視聴操作対象の番組が選択されると、言い換えれば本選択
番組の指定がなされると（Ｓ６２のＹ）、第２番組表表示部９４は選択された番組の番組
情報を番組詳細ウィンドウ１３６にポップアップ表示させる（Ｓ６４）。このとき、番組
詳細ウィンドウ１３６にあわせて操作アイコン１３８が表示され、また、背景となる第２
番組表はぼかして表示される。本選択番組に対して録画予約が設定されると（Ｓ６６のＹ
）、第２番組表表示部９４は、録画予約の時間帯を示す録画予約ライン１４２を第２番組
表に設定する（Ｓ６８）。
【０１３０】
　録画予約が設定されなければ（Ｓ６６のＮ）、Ｓ６８はスキップされる。本選択番組の
指定がなければ（Ｓ６２のＮ）、Ｓ６４～Ｓ６８はスキップされる。文字フォントの変更
や番組枠のサイズ変更等、第２番組表の表示態様の変更指示が受け付けられると（Ｓ７０
のＹ）、第２番組表表示部９４は第２番組表の態様を即時に変更する（Ｓ７２）。表示態
様の変更指示がなければ（Ｓ７０のＮ）、Ｓ７２はスキップされる。
【０１３１】
　この態様によれば、第２番組表においてカーソルで選択された番組枠の領域が動的に拡
大され、選択前よりも多くの番組情報が表示される。これにより、視聴者は番組情報を確
認するために別画面を表示させる等の操作を行う必要性が低減する。言い換えれば、番組
情報を確認するための視聴者の操作が簡略化され、電子番組表の利便性が向上する。また
、第２番組表と番組詳細ウィンドウ１３６とが重ねて表示されることにより、第２番組表
において視認していた時間や番組位置を視聴者の印象に残したまま、番組に対して視聴操
作を行わせることができる。また、番組詳細ウィンドウ１３６の背景となる第２番組表の
画質を低下させることにより、番組詳細ウィンドウ１３６の視認性を相対的に向上させる
ことができる。
【０１３２】
　また、第２番組表の表示を維持したまま、言い換えれば別の設定画面に遷移することな
く、ユーザの指定に応じて、第２番組表の表示態様が随時変更される。これにより、視聴
者は、表示態様を変化させたことによるフィードバックを即座に得ることができる。例え
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ば、視認容易性の変化等を即座に確認できる。また、録画予約に応じて録画予約ライン１
４２が第２番組表に設定されることで、多数のチャンネルの存在により録画予約された番
組枠を直接確認できない場合でも、視聴者は録画予約の設定状況を容易に確認できる。こ
れにより、例えば、録画予約の重複や予期しない上書きを防止できる。
【０１３３】
　さらにまた、一部が非表示になった番組枠については、表示すべき番組情報の先頭から
表示させることで、その番組枠の残余領域に、重要な情報（番組タイトル等）が優先して
表示される。番組情報の途中から表示される場合、視聴者はそもそも何の番組であるのか
を判別しにくいが、このように番組情報の先頭から表示されることで番組内容を判別しや
すくなる。なお、放映中の番組枠についてのみ、番組情報がスライド表示されることで、
視聴者が視聴可能な番組に限定して、その番組内容を判別しやすく提示できる。
【０１３４】
　図２３は、図２０のＳ２８を詳細に示すフローチャートである。ビデオ操作画面表示部
９６はビデオ画面を表示させ、録画リスト表示部９８はそのビデオ画面において録画リス
ト１５０を表示させる（Ｓ８０）。この録画リストでは、再生が途中で中断された録画コ
ンテントはその旨を示唆する態様で表示される。具体的には、再生の進行度合いを示す再
生進行率が録画コンテントのそれぞれと対応づけて表示される。これにより、視聴者は再
生すべき録画コンテントを効率よく決定できる。
【０１３５】
　再生の開始指示が受け付けられると（Ｓ８２のＹ）、再生処理部６６は録画コンテント
の再生処理を開始し（Ｓ８４）、録画映像のデータを番組映像表示部８４へ逐次送出する
。番組映像表示部８４は、その録画映像をディスプレイ１４に表示させる（Ｓ８６）。再
生の停止指示が受け付けられなければ（Ｓ８８のＮ）、Ｓ８６に戻る。再生の停止指示が
受け付けられると（Ｓ８８のＹ）、再生処理部６６は録画コンテントの再生処理を停止し
（Ｓ９０）、その時点での再生進行率を録画情報保持部５２に格納する（Ｓ９２）。再生
の開始指示が受け付けられなければ（Ｓ８２のＮ）、Ｓ８４～Ｓ９２はスキップされる。
【０１３６】
　図２４は、情報処理装置１１の動作を示すフローチャートである。同図は、主にバック
グラウンドプロセスとして実行される動作を示している。予め定められた通知インターバ
ル（例えば１分）が経過すると（Ｓ１００のＹ）、視聴状況通知部９９は、ライブ映像が
表示中の番組ＩＤおよび録画予約済の番組ＩＤを情報管理サーバ１６へ通知する（Ｓ１０
２）。通知インターバルが経過しなければ（Ｓ１００のＮ）、Ｓ１０２はスキップされる
。録画処理部６４は録画情報保持部５２の録画情報を参照して、予約された録画処理を実
行する。すなわち、録画処理が未開始で（Ｓ１０４のＮ）、録画開始時刻となった場合（
Ｓ１０６のＹ）、録画処理部６４は録画処理を開始する（Ｓ１０８）。録画開始時刻にな
らなければ（Ｓ１０６のＮ）、Ｓ１０８はスキップされる。また、録画処理が開始済であ
れば（Ｓ１０４のＹ）、Ｓ１０６およびＳ１０８はスキップされる。
【０１３７】
　録画処理が開始済で（Ｓ１１０のＹ）、予め定められた順位決定インターバル（例えば
１分）が経過すると（Ｓ１１２のＹ）、指標値取得部６８はライブ指標値および予約指標
値を情報管理サーバ１６から取得する（Ｓ１１４）。人気度決定部７０は、それらの指標
値にしたがって各番組の人気順位を決定する（Ｓ１１６）。録画中の番組が所定順位以上
になった場合（Ｓ１１８のＹ）、録画処理部６４は録画データにチャプタを挿入する（Ｓ
１２０）。録画中の番組が所定順位以上にならない場合（Ｓ１１８のＮ）、Ｓ１２０はス
キップされる。順位決定インターバルが経過しなければ（Ｓ１１２のＮ）、Ｓ１１４～Ｓ
１２０はスキップされる。このように録画コンテントにチャプタが設定されることにより
、視聴者は、その録画コンテントを再生する際に、視聴者に人気の場面を容易にサーチ・
頭出しして確認できる。
【０１３８】
　続いて録画終了時刻となった場合（Ｓ１２２のＹ）、録画処理部６４は、録画処理を終
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了する（Ｓ１２４）。サムネイル設定部７２は、人気順位が所定順位以上となった時点の
録画映像・画像からサムネイル画像を設定しサムネイル保持部５４へ格納する（Ｓ１２６
）。録画終了時刻にならなければ（Ｓ１２２のＮ）、Ｓ１２４およびＳ１２６はスキップ
される。録画処理が未開始であれば（Ｓ１１０のＮ）、Ｓ１１２～Ｓ１２６はスキップさ
れる。この態様によれば、視聴者に人気の場面がサムネイル画像となり、サムネイル画像
による録画コンテントの識別性が高まる。
【０１３９】
　以上、本発明を実施の形態をもとに説明した。この実施の形態は例示であり、それらの
各構成要素や各処理プロセスの組合せにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした変
形例も本発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。以下変形例を示す。
【０１４０】
　第１の変形例を説明する。実施の形態の検索キー取得部７４は、ＥＰＧ情報として受け
付けられた番組情報を検索キーとした。変形例では、情報処理装置１１は、文字多重放送
（いわゆる字幕放送）における字幕情報をチューナー１３から取得する字幕情報取得部を
さらに備えてもよい。検索キー取得部７４は、この字幕情報に含まれる字幕文字列を検索
キーとしてもよい。例えば、字幕文字列を形態素解析し、その字幕文字列に含まれる名詞
句を検索キーとしてもよい。また、字幕情報取得部が新たな字幕情報を取得した場合、検
索キー取得部７４は、その新たな字幕情報に含まれる字幕文字列を新たな検索キーとして
、検索実行部７６に新たな検索処理を実行させてもよい。
【０１４１】
　第２の変形例を説明する。検索キー取得部７４は、指標値取得部６８において取得され
たライブ指標値や予約指標値、人気度決定部７０において決定された各番組の人気順位に
したがって検索キーを取得してもよい。この態様によれば、番組の人気が高まった時点の
番組関連情報を検索キーとし、視聴者に対して有用な検索結果を提供しやすくなる。
【０１４２】
　例えば、ある番組の映像を表示中に、その番組のライブ指標値や予約指標値、もしくは
それらの合計値が所定値以上になった場合に、その時点の番組情報や字幕文字列から検索
キーを取得してもよい。また、ある番組の映像を表示中に、その番組の人気順位が所定順
位以上になった場合に、その時点の番組情報や字幕文字列から検索キーを取得してもよい
。なお、字幕文字列、指標値、人気順位の履歴が番組ＩＤと対応づけてデータ保持部４８
に保持されてもよく、録画コンテントの再生時、検索キー取得部７４はその履歴情報に基
づいて検索キーを取得してもよい。
【０１４３】
　第３の変形例を説明する。実施の形態では、第１番組表について各番組の人気順位を反
映した表示態様とすることとし、第２番組表については言及しなかった。変形例では、第
２番組表についても各番組の人気順位を反映した表示態様としてもよい。この場合、第２
番組表表示部９４は、人気度決定部７０により決定された人気順位にしたがって、第２番
組表の各番組枠の表示態様（色彩や文字フォント等）を変化させてもよい。また第１番組
表と同様に、順位インジケータや指標値そのもののデータを番組枠と対応づけて表示させ
てもよい。この態様によれば、第２番組表において視聴操作の対象とする番組を選択する
視聴者に対し有用な情報を提供できる。例えば、他の視聴者の多くが録画予約している番
組を視聴者に示唆でき、視聴者が録画予約すべき番組を決定することを支援できる。
【０１４４】
　第４の変形例を説明する。第１番組表表示部９２は、視聴者の属性や趣向、番組の関連
情報に応じて、チャンネルごとの番組枠の大きさ、典型的にはチャンネル軸方向の長さを
動的に変化させてもよい。例えば、視聴者の年齢層や性別に応じて、その属性を有する視
聴者において視聴されやすい傾向のあるチャンネルほど、その番組枠を大きく表示させて
もよい。また、現時点の人気順位が高いチャンネルほど、その番組枠を大きく表示させて
もよい。また、１つの番組の放映が終了し、次の番組の放映が未開始のチャンネルの番組
枠を、番組の放映が継続中の他チャンネルの番組枠よりも小さく表示させてもよい。この
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態様によれば、視聴者が選択しやすいと想定されるチャンネルの番組枠ほど、その視認性
を向上させ、また、表示可能な番組情報量を増加させることができる。
【０１４５】
　第５の変形例を説明する。番組映像取得部５８は、人気度決定部７０により決定された
現時点の人気順位が所定順位以上（典型的には１位）の番組映像をチューナー１３から取
得してもよい。人気順位が変動した場合、その変動に応じて映像情報を取得するチャンネ
ルを動的に切替えてもよい。番組映像表示部８４は、番組映像取得部５８により人気順位
の変動に応じて取得された番組映像をディスプレイ１４に表示させる。この態様によれば
、視聴者に人気の高い番組が自動的に選択され、ディスプレイ１４には常に人気の高い番
組映像が表示される。いわば、視聴者による操作が不要のザッピング処理が実現される。
【０１４６】
　第６の変形例を説明する。再生処理部６６は、録画コンテントを再生した際、その旨を
示す情報を番組ＩＤとともに情報管理サーバ１６へ通知してもよい。情報管理サーバ１６
は、その番組ＩＤの番組を録画予約した視聴者に占める、録画コンテントの再生を行った
視聴者の割合を示す再生実施率を番組ＩＤと対応づけて定期的に情報処理装置１１へ配信
してもよい。その再生実施率は、録画情報保持部５２の録画情報に格納される。そして、
録画リスト表示部９８は、録画リストにおける録画コンテントのそれぞれに再生実施率を
さらに対応づけて表示させてもよい。視聴者は、各録画コンテントの再生実施率を参考に
して、複数の録画コンテントの中から自身が視聴すべきものを選択できる。
【０１４７】
　第７の変形例を説明する。録画処理部６４は、視聴者による録画操作がなくても、人気
順位が所定順位以上（典型的には１位）のライブ映像を録画してもよい。この場合、録画
処理部６４は、人気順位の変動に応じて、録画するライブ映像を動的に変更する。この態
様によれば、人気順位が高い番組のライブ映像が常にバックグラウンドで録画されること
になる。視聴者は、他の視聴者の人気が高かった番組映像をあとから効率よく確認できる
。
【０１４８】
　本変形例の態様は、特に、複数のチューナー１３を備える番組視聴システム１０におい
て好適である。実施の形態では、視聴者がある番組を視聴中に、第１番組表により別番組
の人気が高まったことを確認できる。しかし、その時点で別番組に切替えても、人気が高
まった番組映像そのものの確認は難しい場合もある。この変形によれば、人気が高まった
番組映像が常に録画されているため、視聴者は人気が高まった番組映像そのものを確認し
やすくなり、視聴者の利便性を高めることができる。
【０１４９】
　第８の変形例を説明する。カーソル表示部９０は、第２番組表でのカーソル移動につい
て、視聴者から所定の操作がなされた場合は、録画予約済の番組枠をカーソルにより順次
選択させてもよい。この態様によれば、視聴者は、第２番組表において録画予約済の番組
を効率的に選択できる。
【０１５０】
　第９の変形例を説明する。実施の形態では、各番組の人気順位は情報処理装置１１にお
いて決定されることとした。変形例では、各番組に対する視聴者全属性の人気順位および
視聴者属性ごとの人気順位は情報管理サーバ１６において決定されてもよい。この場合、
情報処理装置１１の指標値取得部６８はその人気順位を指標値として情報管理サーバ１６
から取得してもよく、人気度決定部７０は取得された人気順位をそのままデータ処理部５
６へ送出してもよい。
【０１５１】
　第１０の変形例を説明する。実施の形態では、人気順位の履歴が情報処理装置１１に保
持されることとした。変形例では、その人気順位のもととなった指標値の履歴が情報管理
サーバ１６に保持されてもよい。例えば、情報管理サーバ１６は集計履歴保持部をさらに
備え、集計履歴保持部は視聴状況の集計結果を日時情報と対応づけて、集計履歴として保
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際（例えば、録画コンテントを再生する際）には、情報管理サーバ１６から集計履歴を取
得して、過去の人気順位を決定してもよい。
【０１５２】
　第１１の変形例を説明する。実施の形態では、番組情報取得部６０はチューナー１３か
らＥＰＧ情報を取得することとした。変形例では、番組情報取得部６０は、インターネッ
ト１５を介して、インターネット１５上の情報提供サーバからＥＰＧ情報を取得してもよ
い。さらに番組情報取得部６０は、ＥＰＧ情報をチューナー１３から取得するとともに、
そのＥＰＧ情報に付加して電子番組表に表示すべき番組関連情報を、インターネット１５
を介して取得してもよい。
【０１５３】
　第１２の変形例を説明する。実施の形態に記載の情報処理装置１１の機能は、チューナ
ー１３に実装されてもよい。この場合、チューナー１３は、図５のＣＰＵ３００、ＧＰＵ
３０２、メインメモリ３０８、ハードディスクドライブ３３４、ネットワークカード３３
０、インタフェース３３２等を含んでもよい。そして、図６に記載の各種機能がチューナ
ーにより実現されてもよい。
【０１５４】
　上述した実施の形態および変形例の任意の組み合わせもまた本発明の実施の形態として
有用である。組み合わせによって生じる新たな実施の形態は、組み合わされる実施の形態
および変形例それぞれの効果をあわせもつ。
【０１５５】
　請求項に記載の各構成要件が果たすべき機能は、実施の形態および変形例において示さ
れた各構成要素の単体もしくはそれらの連携によって実現されることも当業者には理解さ
れるところである。
【符号の説明】
【０１５６】
　１１　情報処理装置、　５８　番組映像取得部、　６０　番組情報取得部、　６２　属
性取得部、　６４　録画処理部、　６６　再生処理部、　６８　指標値取得部、　７０　
人気度決定部、　７２　サムネイル設定部、　７４　検索キー取得部、　７６　検索実行
部、　８０　ポータル画面表示部、　８２　待機画面表示部、　８４　番組映像表示部、
　８６　検索結果表示部、　８８　番組表表示部、　９０　カーソル表示部、　９２　第
１番組表表示部、　９４　第２番組表表示部、　９６　ビデオ操作画面表示部、　９８　
録画リスト表示部、　９９　視聴状況通知部、　１００　情報処理システム。
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